
故
中
曽
根
康
弘
元
首
相
の

内
閣
・
自
由
民
主
党
合
同
葬

儀
が

10
月

17
日
午
後
、
グ

ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
新

高
輪
国
際
館
パ
ミ
ー
ル
で
営

ま
れ
、
自
衛
隊
か
ら
大
庭
師

団
長
（
指
揮
官
）
以
下
陸
海

空
自
衛
隊
員
約
２
７
０
名
が
、

と
列
、
儀
じ
ょ
う
、
奏
楽
を

行
っ
た
。

当
日
は
、
旅
立
た
れ
た
故
人

に
対
す
る
悲
し
み
の
よ
う
な

涙
雨
が
降
っ
た
。
と
列
隊
が

前
進
す
る
前
、
岸
防
衛
大
臣

が
陸
海
空
自
衛
隊
の
控
室
を

訪
れ
、
参
列
部
隊
に
対
し
激

励
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
大
庭

師
団
長
を
と
列
隊
長
と
し
、

第

34
普
通
科
連
隊
（
連
隊

長

深
田

1
佐
）
と
海
空

自
衛
隊
が
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン

ス
ホ
テ
ル
新
高
輪
国
際
館
パ

ミ
ー
ル
敷
地
入
り
口
か
ら
玄

関
付
近
ま
で
の
沿
道
に
整
列

し
遺

骨
を
出
迎
え
、
午

後

2
時
す
ぎ
合
同
葬
儀
が
行

わ
れ
た
。
冒

頭
、
海
上
自

衛
隊
東
京
音

楽
隊
の
「
国

の
鎮
め
」
が

流
れ
る
な
か
参
列
者
全
員
が

１
分
間
の
黙
と
う
を
さ
さ
げ

た
。

式
は
各
界
代
表
の
弔
辞
、
天

皇

皇

后

両

陛

下

の

お

使

い

の

ご

拝

礼

、

秋

篠

宮

皇

嗣

同

妃

殿

下

の

御

供

花

、

更

に

参

列

者

の

献

花

が

続

き

、

生

前

の

中

曽

根

元

首

相

の

功

績

と

人
柄
を
し
の
び
、

冥
福
を
祈
っ
た
。

ご
遺
骨
が
式
場
を
退
場
と
な
っ

た
午
後

3
時
す
ぎ
、

34
普

連
深
田
連
隊
長
を
と
列
部
隊

指
揮
官
と
し
、

34
普
連
隊

員
と
海
空
自
衛
隊
員
ら

25

名
が
式
場
中
央
に
相
対
し
て

整
列
、
式
場
を
あ
と
に
す
る

遺
骨
を
見
送
っ
た
。

第
１
師
団
は
９
月

18
日

か
ら

27
日
ま
で
の
間
、
北

富
士
・
東
富
士
演
習
場
に
お

い
て
第

34
普
通
科
連
隊
、

第
１
高
射
特
科
大
隊
及
び
第

１
特
殊
武
器
防
護
隊
に
対
し

て
、
教
育
訓
練
の
成
果
を
評

価
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
進

歩
向
上
を
促
す
こ
と
を
目
的

と
し
て
「
令
和
２
年
度
第
１

次
師
団
訓
練
検
閲
」
を
実
施

し
た
。

本
訓
練
検
閲
は
徒
歩
行
進

に
引
き
続
く
陣
地
防
御
を
検

閲
課
目
と
し
て
行
い
、

34

普
連
は
各
協
力
部
隊
の
配
属

を
受
け
、
師
団
の
先
遣
戦
闘

団
と
し
て
、
１
高
大
は
師
団

の
対
空
戦
闘
に
任
ず
る
部
隊

と
し
て
、
１
特
防
は
師
団
の

対
特
殊
武
器
戦
に
任
ず
る
部

隊
と
し
て
の
行
動
を
主
要
検

閲
項
目
と
し
、
師
団
主
力
の

決
戦
に
寄
与
す
る
た
め
の
作

戦
を
焦
点
と
し
て
各
種
行
動

を
検
し
た
。

訓
練
検
閲
実
施
に
あ
た
り

統
裁

官
で
あ
る

師
団

長

は

「
自
ら
考
え
、
実
行
せ
よ
」

を
要
望
し
た
。

（１）第１７号 頭 号 師 団

「故中曽根康弘」合同葬儀

発行元
第１師団司令部
総務課広報班

第１師団
ホームページ
QRコード

大
庭
師
団
長
ら
陸
海
空
自
衛
隊
が
参
列

参列部隊と調整する第１部人事第２班長岸防衛大臣による激励

御遺骨に対し敬礼をすると列部隊（大庭師団長）

黙とうをすると列部隊 奏楽を実施する海自東京音楽隊 弔銃を実施する第３０２保安中隊

第
１
次
師
団
訓
練
検
閲
を
実
施

３
個
部
隊
の
教
育
訓
練
の
成
果
を
評
価

訓示を述べる統裁官統裁官訓示を受ける受閲部隊

戦車壕を視察する統裁官 命令下達を視察する統裁官

関
連
＝
②
③
④
面



第
１
普
通
科
連
隊
は

10

月

19
日
か
ら

30
日
の
間
、

東
富
士
演
習
場
に
お
い
て
、

教
育
訓
練
の
成
果
を
評
価
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
進
歩
向

上
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し

て
第
１
中
隊
（
坂
本
中
隊
長
）

及
び
第
４
中
隊
（
鬼
塚
中
隊

長
）
の
訓
練
検
閲
を
実
施
し

た
。訓

練
検
閲
に
あ
た
り
統
裁

官
（
小
倉
連
隊
長
）
は
「
生

き
残
り
、
戦
場
に
誰
も
残
さ

な
い
た
め
、
徹
底
し
て
考
え

抜
き
行
動
せ
よ
」
を
要
望
し

た
。両

中
隊
は
寒
暖
差
が
激
し

い
霊
峰
富
士
の
下
、
約

40

キ
ロ
の
徒
歩
行
進
に
引

き
続
き
、
練
成
成
果
を

十
分
に
発
揮
し
て
、
強

固
な
陣
地
を
構
築
、
連

隊
内
の
第
一
線
主
戦
闘

地
域
守
備
部
隊
の
任
務

を
完
遂
し
た
。

検
閲
に
参
加
し
た
隊

員
は
「
改
め
て
自
分
た

ち
の
足
り
な
い
部
分
を

発
見
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
検
閲
で
得
た
教
訓

事
項
を
踏
ま
え
て
精
進

し
、
首
都
防
衛
の
頭
号

連
隊
の
隊
員
と
し
て
の
プ
ラ

イ
ド
を
持
ち
、
訓
練
に
邁
進

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

第

32
普
通
科

連
隊
は
連
隊
長

長

木
場
１
佐
を

担
任
官
と
し
て
、

10
月

11
日
か

ら

27
日
ま
で
の

間
、
青
森
県
六

ケ
所
対
空
射
撃

場

に

お

い

て

、

令
和
２
年
度
対

空
実
射
（
Ｈ
Ｍ

Ｇ
）
訓
練
」
を

実
施
し
た
。

本
訓
練
は

32

普
連
第
４
中
隊
長
を
訓
練
担

任
官
と
し
て
、
大
臣
直
轄
部

隊
、
方
面
直
轄
部
隊
及
び
師

団
隷
下
部
隊
の
対
空
自
衛
火

器
を
装
備
す
る
部
隊
の
要
員

（

63
人
）
に
対
し
、
射
撃
練

度
の
維
持
・
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
指
導
者
の
養
成
を

図
る
目
的
で

実
施
し
た
。

訓
練
は
大

宮
駐
屯
地
か

ら
約
８
０
０

キ
ロ
の
長
距

離
機
動
訓
練

か
ら
始
ま
り
、

15
日
よ
り
射

撃
を
実
施
し

た
。対

空
射
撃

は
ラ
ジ
コ
ン

飛
行
機
（
Ｒ
Ｃ
‐
Ｍ
Ａ
Ｔ
）

を
標
的
と
し
、

21
コ
の
射

撃
組
が
左
右
か
ら
水

平
に
飛
行
し
て
く
る

目
標
に
対
し
て
固
定

射
及
び
追
随
射
を
実

施
す
る
射
撃
の
他
、

８
の
字
を
描
き
な
が

ら
水
平
に
飛
行
し
て
く
る
目

標
に
対
し
て
追
随
射
を
行
っ

た
。各

組
は
、
組
長
の
号
令
・

誘
導
の
射
撃
指
揮
、
弾
薬
手

の
補
助
の
下
、
射
手
が
正
確

な
照
準
、
撃
発
及
び
目
標
の

追
随
を
し
、
三
者
連
携
の
と

れ
た
実
り
あ
る
対
空
実
射
訓

練
と
な
っ
た
。

本
訓
練
に
参
加
し
た

32

普
連
４
中
隊

長
峰
３
曹
は

「
限
ら
れ
た
射
撃
機
会
の
中

で
練
度
を
向
上
す
る
た
め
に
、

他
の
隊
員
の
射
撃
を
観
察
し
、

自
身
の
射
撃
に
反
映
さ
せ
る

と
と
も
に
、
各
部
隊
の
隊
員

と
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
重
ね
て

建
設
的
な
意
見
を
取
り
入
れ

て
い
く
こ
と
で
更
な
る
練
度

向
上
に
繋
げ
た
。
射
撃
時
は

硝
煙
の
影
響
で
目
標
が
見
え

に
く
く
な
る
時
も
あ
っ
た
が
、

組
長
の
的
確
な
誘
導
に
よ
り

目
標
を
捉
え
追
随
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
今
回
の
経
験
を

活
か
し
中
隊
で
後
輩
に
指
導

で
き
る
よ
う
練
度
向
上
に
努

め
た
い
」
と
話
し
た
。

第

34
普
通
科
連
隊
は
９

月

18
日
か
ら

27
日
ま
で

の
間
、
北
富
士
・
東
富
士
演

習
場
に
お
い
て
「
令
和
２
年

度
第
１
次
師
団
訓
練
検
閲
」

を
受
閲
し
た
。
訓
練
検
閲
は

約

40
キ
ロ
の
徒
歩
行
進
に

引
き
続
き
、
約
４
日
間
の
防

御
準
備
を
実
施
し
た
。

じ
後
、
前
方
地
域
の
戦
闘

に
お
い
て
第
５
中
隊
が
、
戦

闘
前
哨
と
し
て
敵
の
攻
撃
を

警
告
し
た
。
主
戦
闘
地
域
は

第
２
中
隊
、
第
３
中
隊
及
び

第
４
中
隊
が
、
後
方
地
域
で

は
第
１
中
隊
及
び
前
方
地
域

か
ら
後
退
し
た
第
５
中
隊
に

よ
り
、
敵
機
械
化
部
隊
の
攻

撃
を
阻
止
、
３
日
目
の
夕
、

状
況
を
終
了
し
た
。

優
秀
隊
員
に
選
ば
れ
た
第

５
中
隊

瀬
戸
３
曹
は
「
戦

闘
前
哨
と
し
て
、
味
方
主
力

に
対
し
て
時
間
の
余
裕
を
獲

得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま

た
分
隊
の
展
開
地
域
が
広
く
、

情
報
の
共
有
を
図
る
こ
と
の

難
し
さ
を
本
検
閲
で
改
め
て

実
感
し
た
。
今
後
は
本
検
閲

の
教
訓
の
下
、
さ
ら
な
る
精

強
な
分
隊
を
め
ざ
し
て
分
隊

員
と
と
も
に
訓
練
に
励
み
た

い
」
と
話
し
た
。

第
１
後
方
支
援
連
隊
は

10
月

18
日
か
ら

25
日
の

間
、
東
富
士
演
習
場
に
お
い

て
「
令
和
２
年
度
第
４
回
連

隊
野
営
訓
練
」
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
は
師
団
の
陣
地
防

御
に
お
け
る
後
方
支
援
連
隊

の
一
連
の
行
動
に
つ
い
て
、

連
続
状
況
下
で
訓
練
を
実
施

し
、
野
外
に
お
け
る
兵
站
・

衛
生
支
援
、
警
戒
及
び
自
衛

戦
闘
に
お
け
る
練
度
の
維
持
・

向
上
を
図
る
目
的
で
、
前
段

訓
練
部
隊
（
本
部
付
隊
、
第

２
整
備
大
隊
、
補
給
隊
）
と

後
段
訓
練
部
隊
（
第
１
整
備

大
隊
、
輸
送
隊
、
衛
生
隊
）

に
区
分
し
、
効
率
的
な
練
成

を
図
る
と
と
も
に
、
確
実
な

教
訓
収
集
を
実
施
し
た
。
ま

た
、
新
配
置
隊
員
等
に
対
す

る
徒
歩
行
進
訓
練
の

場
を
付
与
し
、
行
進

能
力
の
向
上
に
努
め
、

所
望
の
成
果
を
収
め

本
訓
練
を
終
了
し
た
。

（２）第１７号 頭 号 師 団

第
１
特
科
隊
は

10
月
４
日
か
ら
５
日
の
間
、
東
富
士
演
習
場
に
お
い

て
射
撃
練
度
の
進
歩
向
上
、
中
隊
の
団
結
の
強
化
及
び
士
気
の
高
揚
を

図
る
目
的
で
「
令
和
２
年
度
前
進
観
測
（
Ｆ
Ｏ
）
・
実
射
競
技
会
」
を

実
施
し
た
。

競
技
開
始
に
あ
た
り
統
裁
官
（
大
塚
隊
長
）
は
「
勝
利
に
執
念
を
燃

や
せ
」
「
個
の
力
を
結
集

せ
よ
」
「
徹
底
し
た
安
全

管
理
」
の
３
点
を
要
望
し

た
。各

中
隊
は
情
報
・
観
測
、

射
撃
指
揮
、
戦
砲
隊
の
射

撃
の
総
力
を
集
結
し
、
正

確
か
つ
迅
速
な
観
測
及
び

射
撃
の
精
度
を
競
っ
た
。

そ
の
結
果
、
Ｆ
Ｏ
競
技

会
で
第
１
中
隊
が
、
実
射

競
技
会
で
第
３
中
隊
が
そ

れ
ぞ
れ
優
勝
し
た
。

ま
た
本
競
技
会
を
通
じ

て
１
月
に
実
施
す
る
中
隊

実
射
訓
練
検
閲
に
向
け
、

射
撃
練
度
の
向
上
を
図
っ

た
。

第
１
・
４
中
隊
訓
練
検
閲

第
１
普
通
科
連
隊

警戒中の機関銃手

鉄条網を構築中の隊員

狙いを定めて射撃

令
和
２
年
度
第
１
次
師
団
訓
練
検
閲

令
和
２
年
度
第
４
回
連
隊
野
営
訓
練

第
１
後
方
支
援
連
隊

弾着を観測する隊員

第
32
普
通
科
連
隊

射撃をする各組

令
和
２
年
度
対
空
実
射
（
Ｈ
Ｍ
Ｇ
）
訓
練

第
34
普
通
科
連
隊

前方地域において戦闘中の隊員

陣地構築する隊員

車両を整備する第２整備大隊

第
１
特
科
隊

令
和
２
年
度
前
進
観
測
・
実
射
競
技
会

射撃競技会に臨む隊員

担架搬送をする衛生隊



第

１

戦

車

大

隊

は

９

月

18
日

か

ら

24
日

の

間

、

北
富
士
演
習
場
等
に
お
い
て

陣
地
防
御
に
必
要
な
築
城
能

力

の

向

上

を

目

的

と

し

て

「
第
２
回
大
隊
訓
練
」
を
実

施
し
た
。
こ
の
際
「
補
給
小

隊
訓
練
検
閲
」
を
併
せ
て
実

施
し
、
教
育
訓
練
の
成
果
を

評
価
し
た
。

補
給
小
隊
は
、
夜
間
に
お

け
る
車
両
行
進
に
引
き
続
き
、

北
富
士
演
習
場
に
進
入
後
は

速
や
か
に
集
結
地
を
占
領
、

糧
食
、
燃
料
及
び
弾
薬
集
積

所
を
構
築
す
る
等
、
大
隊
段

列
地
域
の
態
勢
を
整
え
た
。

隊
員
の
基
礎
動
作
に
お
い

て
は
、
敵
偵
察
部
隊
へ
の
対

応
、
対
特
殊
武
器
防
護
の
一

連
の
動
作
に
つ
い
て
確
認
す

る
と
と
も
に
、
部
隊
の
基
本

的
行
動
と
し
て
、
師
団
段
列

の
燃
料
を
第
１
中
隊
に
速
や

か
に
交
付
す
る
等
、
大
隊
に

お
け
る
補
給
・
整
備
活
動
に

つ
い
て
確
認
し
た
。

大
隊
訓
練
に
お
い
て
は
本

部
の
指
揮
所
を
簡
易
掩
蓋
掩

壕
で
構
築
を
す
る
ほ
か
、
演

習
場
整
備
器
材
（
ザ
ウ
ル
ス
）

を
活
用
し
た
掘
開
要
領
に
つ

い
て
練
度
向
上
を
図
っ
た
。

ま
た
第
２
中
隊
は
、
ラ
イ

ナ
ー
プ
レ
ー
ト
に
よ
る
戦
車

掩
蓋
掩
壕
の
構
築
に
お
い
て
、

施
設
科
合
同
訓
練
で
得
た
知

見
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、

事
前
に
ラ
イ
ナ
ー
プ
レ
ー
ト

の
組
立
て
訓
練
を
行
う
等
、

準
備
を
周
到
に
行
い
、
ザ
ウ

ル
ス
及
び
戦
車
直
接
支
援
隊

か
ら
重
レ
ッ
カ
ー
の
協
力
の

も
と
、
掩
蓋
掩
壕
の
構
築
訓

練
を
実
施
し
た
。

戦
車
掩
蓋
掩
壕
の
構
築
を

指

揮

し

た

第

２

中

隊

長

は

「
今

回

の

成

果

を

踏

ま

え

、

手
順
を
押
さ
え
た
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
成
し
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を

継
承
し
た
い
」
と
話
し
た
。

第
１
通
信
大
隊
は

10
月

26
日
か

ら

31
日

ま
で

の

間
、
東
富
士
演
習
場
に
お
い

て
徒
歩
行
進
、
通
信
所
等
の

築
城
に
つ
い
て
演
練
す
る
と

と
も
に
、
新
配
置
隊
員
の
練

度
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
「
令
和
２
年
度
第
６
回
大

隊
訓
練
」
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
は
、
師
団
訓
練
検

閲
受
閲
前
の
最
後
の
大
隊
訓

練
と
し
て
、
昼
夜
間
に
お
け

る
徒
歩
行
進
約

30
キ
ロ
に

引
き
続
き
、
集
結
地
か
ら
師

団
防
御
準
備
の
た
め
の
シ
ス

テ
ム
通
信
組
織
の
構
成
・
維

持
・
運
営
を
演
練
す
る
と
と

も
に
、
第
１
後
方
支
援
連
隊

及
び
第
１
施
設
大
隊
の
機
械

力
（
重
レ
ッ
カ
ー
・
油
圧
シ
ョ

ベ
ル
）
の
協
力
を
受
け
、
敵

の
砲
爆
撃
に
耐
え
う
る
強
靭

な
通
信
所
掩
壕
等
の
構
築
要

領
に
つ
い
て
演
練
し
、
そ
の

練
度
を
向
上
し
た
。

ま
た
、
９
月
に
新
隊
員
後

期
教
育
を
終
了
し
て
新
た
に

通
信
大
隊
へ
配
置
と
な
っ
た

新
隊
員

11
名
の
戦
力
化
を

図
っ
た
。

第

１

施

設

大

隊

は

９

月

13
日

か

ら

30
日

の

間

、

東
富
士
・
北
富
士
演
習
場
に

お
い
て
「
第
５
回
大
隊
野
営

訓
練
」
を
実
施
し
た
。

本

訓

練

で

は

直

轄

小

隊

（
偵

察

班

及

び

交

通

小

隊
）

の
訓
練
検
閲
を
行
う
と
と
も

に
、
令
和
２
年
度
第
１
次
師

団
訓
練
検
閲
に
参
加
し
、
協

同
部
隊
と
し
て
防
御
に
お
け

る
施
設
支
援
の
練
度
向
上
を

図
っ
た
。

訓
練
検
閲
の
課
目
と
し
て

偵
察
班
は
、
師
団
の
全
般
支

援
に
任
ず
る
施
設
大
隊
の
偵

察
班
の
行
動
（
状
況
に
応
じ

た
施
設
偵
察
）
を
、
交
通
小

隊
は
、
師
団
の
全
般
支
援
に

任
ず
る
施
設
大
隊
の
交
通
小

隊
の
行
動
（
被
支
援
部
隊
の

要
求
に
合
致
し
た
施
設
作
業
）

を
検
し
、
部
隊
の
教
育
訓
練

の
成
果
を
評
価
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
進
歩
向
上
を
促
し

た
。ま

た
第
１
次
師
団
訓
練
検

閲
で
は
、
第
１
中
隊
の
一
部

を
も
っ
て
師
団
の
施
設
任
務

に
係
る
全
般
支
援
を
実
施
し
、

第

34
普
通
科
連
隊
第
３
中

隊
に
配
属
し
、
陣
地
防
御
に

お
け
る
施
設
支
援
を
実
施
し

た
。

第
１
高
射
特
科
大
隊
は
９

月

18
日
か
ら

27
日
ま
で

の
間
、
北
富
士
・
東
富
士
演

習
場
に
お
い
て
「
令
和
２
年

度
第
１
次
師
団
訓
練
検
閲
」

を
受
閲
し
た
。

訓
練
検
閲
は
約

30
キ
ロ

の
徒
歩
行
進
に
引
き
続
き
、

速
や
か
に
師
団
の
作
戦
地
域

全
域
に
わ
た
る
対
空
掩
護
の

態
勢
を
確
立
し
つ
つ
、
築
城

を
通
じ
て
抗
堪
性
あ
る
対
空

戦
闘
の
た
め
の
陣
地
を
構
築

し
た
。

こ
の
際
、
対
空
情
報
の
獲

得
及
び
対
空
戦
闘
の
実
施
に

あ
た
っ
て
は
、
第
２
高
射
特

科
群
の
協
力
を
得
て
情
報
共

有
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成

し
、
師
団
の
作
戦
地
域
に
近

接
す
る
敵
航
空
機
の
情
報
を

速
や
か
に
把
握
す
る
と
と
も

に
、
適
時
適
切
に
戦
闘
団
を

始
め
と
す
る
師
団
各
部
隊
に

対
し
て
、
対
空
警
報
を
発
令

し
、
作
戦
地
域
内
に
侵
入
し

た
敵
航
空
機
を
低
空
レ
ー
ダ
ー

等
で
捕
捉
し
、
近
Ｓ
Ａ
Ｍ
及

び
短
Ｓ
Ａ
Ｍ
の
特
性
に
応
じ

た
対
空
火
力
を
発
揮
し
て
柔

軟
か
つ
強
靭
な
戦
闘
に
よ
り
、

師
団
の
全
般
防
空
の
任
務
を

完
遂
し
た
。

優
秀
隊
員
に
選
ば
れ
た
指

揮
情
報
中
隊

鈴
木
３
曹
は

「
３
曹
に
昇
任
し
、
レ
ー
ダ
ー

陸
曹
と
し
て
初
め
て
師
団
検

閲
に
参
加
し
た
。
レ
ー
ダ
ー

に
よ
る
監
視
及
び
目
標
の
捜

索
を
実
施
す
る
た
め
、
電
波

通
信
の
疎
通
を
常
に
良
好
な

状
態
に
維
持
す
る
こ
と
に
努

め
た
。
本
検
閲
で
得
た
教
訓

を
糧
に
、
さ
ら
な
る
練
度
向

上
に
努
め
、
レ
ー
ダ
ー
班
長

を
し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

（３）第１７号 頭 号 師 団

第
１
戦
車
大
隊

戦車掩蓋掩体を構築する隊員

燃料を積載する補給小隊

第
２
回
大
隊
訓
練
及
び
補
給
小
隊
検
閲

徒歩行進をする隊員

第
１
高
射
特
科
大
隊

指揮所の開設

第
１
通
信
大
隊

令
和
２
年
度
第
６
回
大
隊
訓
練

シェルターの埋設

第
１
施
設
大
隊

令
和
２
年
度
第
５
次
大
隊
野
営
訓
練補給幹線道路を整備する交通小隊

師団検閲における陣地構築

令
和
２
年
度
第
１
次
師
団
訓
練
検
閲

通信アンテナを設置

対空戦闘中の近ＳＡＭ手

短ＳＡＭの対空戦闘準備

簡易測量をする偵察班



第
１
偵
察
隊
は

10
月

12

日
、
朝
霞
駐
屯
地
に
お
い
て

隊
の
任
務
遂
行
能
力
の
向
上

を
図
る
目
的
で
第
２
小
隊
長

を
担
任
官
と
し
、

31
名
の

隊
員
が
参
加
し
て
「
令
和
２

年
度
水
路
潜
入
訓
練
」
を
実

施
し
、
水
路
潜
入
概
説
、
上

陸
前
の
偵
察
等
に
つ
い
て
練

成
し
た
。

本
訓
練
は
５
個
組
を
編
成

し
て
、
実
施
と
研
修
を
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
で
行
い
、
へ
ん

水
、
漕
艇
、
上
陸
前
の
偵
察
、

上
陸
を
区
分
し
て
訓
練
し
た
。

そ
の
後
、
ボ
ー
ト
の
転
覆

か
ら
復
旧
す
る
た
め
の
一
連

の
行
動
を
訓
練
し
、
所
望
の

成
果
を
収
め
て
本
訓
練
を
終

了
し
た
。

第
１
飛
行
隊
は
９
月

29

日
、
気
象
庁
の
依
頼
に
基
づ

き
東
京
都
三
宅
島
に
て
「
令

和
２
年
度
気
象
庁
火
山
観
測

支
援
」
を
実
施
し
た
。

隊
は
立
川
飛
行
場
に
て
気

象
庁
の
職
員
を
多
用
途
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
（
Ｕ
Ｈ
１
Ｊ
）
に

搭
乗
さ
せ
、
三
宅
島
飛
行
場

へ
推
進
し
、
三
宅
島
の
防
災

職
員
を
加
え
、
約
２
時
間
に

わ
た
り
島
周
辺
及
び
火
口
付

近
を
飛
行
し
て
、
気
象
庁
の

火
山
観
測
に
寄
与
し
た
。

本
任
務
を
初
め
て
実
施
し

た
副
操
縦
士
の
濱
口
２
尉
は

「

事

前

に

気

象

庁
の
職
員
と
具

体
的
な
観
測
要

領
や
安
全
管
理

に
つ
い
て
綿
密

に
認
識
共
有
等

を
図
り
、
当
日

の
飛
行
に
お
い

て
は
安
全
か
つ

確
実
に
気
象
庁

の
火
山
観
測
に

寄
与
で
き
た
と

思

い

ま

す

。
」

と
話
し
た
。

第
１
特
殊
武
器
防
護
隊
は

９
月

18
日
か
ら

27
日
ま
で

の
間
、
北
富
士
・
東
富
士
演

習
場
に
お
い
て
「
令
和
２
年

度
第
１
次
師
団
訓
練
検
閲
」

を
受
閲
し
た
。

訓
練
検
閲
は
約

30
キ
ロ

の
徒
歩
行
進
に
引
き
続
き
、

速
や
か
に
師
団
除
染
所
を
開

設
し
て
支
援
態
勢
を
確
立
し

た
。
ま
た
敵
の
特
殊
武
器
攻

撃
に
際
し
て
は
、
部
隊
及
び

作
戦
地
域
の
汚
染
状
況
を
速

や
か
に
偵
察
す
る
と
と
も
に

汚
染
地
域
を
除
染
し
、
部
隊

の
被
害
を
局
限
し
て
師
団
の

作
戦
に
寄
与
し
て
任
務
を
完

遂
し
た
。

優
秀
隊
員
に
選
ば
れ
た
除

染
小
隊

板
坂
３
曹
は
「
化

学
陸
曹
と
し
て
、
人
員
用
除

染
所
の
開
設
、
運
営
を
実
施

し
、
汚
染
し
た
隊
員
が
早
期

に
戦
闘
復
帰
す
る
た
め
、
確

実
な
除
染
を
す
る
こ
と
に
努

め
た
。
今
回
の
検
閲
を
糧
に
、

よ
り
確
実
な
人
員
除
染
所
の

開
設
・
運
営
を
目
指
し
た
い
」

と
話
し
た
。

第
１
音
楽
は

10
月

24
日
、

板
橋
区
立
文
化
会
館
に
お
い

て
ら
っ
ぱ
隊
（
第
１
普
通
科

連
隊
）
及
び
朝
霞
振
武
太
鼓

（
第
１
施
設
大
隊
）
の
参
加

の
下
「
第

36
回
ふ
れ
あ
い

コ
ン
サ
ー
ト
」
を
実
施
し
た
。

実
施
に
あ
た
り
、
コ
ロ
ナ
ウ

イ

ル

ス

感

染

症

対

策

と

し

て

、

会

場

の

収

容

定

員

人

数

を

半

分

以

下
に
し
て
ソ
ー

シ

ャ

ル

デ

ィ

ス

タ

ン

ス

を

確

保

し

た

こ

と

か

ら

、

例

年

１

回

公

演

の

と

こ

ろ

２

回
公
演

と
し
、

多
く
の
方
々
に
楽
し
ん
で
頂

い
た
。

本
コ
ン
サ
ー
ト
は
第
１
景

か
ら
第
５
景
の
構
成
で
行
い
、

第
２
景
は
ら
っ
ぱ
隊
と
の
演

奏
、
第
３
景
に
お
い
て
中
島

み
ゆ
き
作
曲
の
「
時
代
」
を

橋
元
１
曹
・
遠
藤
２
曹
・
平

田

３

曹

・
長

岡

３

曹

の

コ

ー

ラ

ス

の

下

、

森

本

３

曹

が

歌

を

披

露

し

た

。

第

４

景

に

お

い

て

は

朝

霞

振

武

太

鼓

と

と

も

に

、

ア

ニ

メ

鬼

滅

の

刃

の

主

題

歌

「
紅

蓮

華

」

を

演

奏

し

、

そ

の

迫

力

に

よ

り

、

さ

ら

に
観
客
を
魅
了
し
た
。
第
５

景
で
は
「
モ
リ
コ
ー
ネ
・
パ

ラ
ダ
イ
ス
」
の
曲
で
サ
ク
ソ

フ
ォ
ン
担
当
の
佐
野
３
曹
が

ソ
ロ
パ
ー
ト
を
演
奏
、
ク
ラ

シ
ッ
ク
の
世
界
観
に
観
客
を

包
み
込
ん
だ
。
最
後
に
「
希

望
の
歌
～
交
響
曲
第
９
番
～
」

を
も
っ
て
、
第

36
回
ふ
れ

あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
は
フ
ィ
ナ
ー

レ
と
な
っ
た
。

観
客
か
ら
は
「
５
つ
の
構

成
が
イ
メ
ー
ジ
通
り
の
曲
で
、

と
て
も
分
か
り
や
す
く
感
動

し
ま
し
た
」
と
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
た
。

サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
を
担
当
し

た
佐
野
３
曹
は
「
音
楽
に
は

人
の
心
を
動
か
す
力
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の

大
変
な
時
期
で
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
の
明
る
い
希
望
へ
の

願
っ
て
思
い
を
込
め
て
演
奏

し
ま
し
た
。
こ
の
気
持
ち
が
、

足
を
運
ん
で
下
さ
っ
た
お
客

様
に
、
少
し
で
も
届
い
て
い

れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
」
と

本
コ
ン
サ
ー
ト
の
思
い
を
話

し
た
。

（４）第１７号 頭 号 師 団

第
１
師
団
司
令
部
付
隊
は

11
月
９
日
か
ら

17
日
ま

で
の
間
、
北
富
士
演
習
場
に
お
い
て
、
演
習
場
機
能
の

維
持
・
向
上
及
び
長
期
安
定
使
用
に
寄
与
す
る
目
的
で

「
令
和
２
年
度
秋
季
東
・
北
富
士
演
習
場
定
期
整
備
」

を
実
施
し
た
。

１
師
付
は

排
水
設
備
整

備
、
機
動
路

整
備
（
場
内

清
掃
等
）
及

び
管
理
施
設

等
整
備
を
担

当
し
、
整
備

任
務
を
完
遂

し
た
。

上陸前の偵察を訓練

第
１
偵
察
隊

第
１
飛
行
隊

第
１
特
殊
武
器
防
護
隊汚染車両を検知する隊員

第
１
師
団
司
令
部
付
隊

令
和
２
年
度
水
路
潜
入
訓
練

令
和
２
年
度
気
象
庁
火
山
観
測
支
援

令
和
２
年
度
第
１
次
師
団
訓
練
検
閲

ヘリ搭乗前の教育を行う隊員

対空戦闘をする隊員

三宅島周辺を飛行

転覆したボートの復旧訓練

令
和
２
年
度
秋
季
東
・
北
富
士
演
習
場
定
期
整
備

第
１
音
楽
隊

第
36
回
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

第３景で歌を披露

ソロパートを演奏した佐野３曹（左）

機動路等整備をする隊員



師
団
長
は
９
月
４
日
、
首

相
官
邸
で
行
わ
れ
た
防
災
功

労
者
表
彰
式
に
参
加
し
、
昨

年
の
台
風

15
号
、

19
号
に

伴
う
災
害
派
遣
活
動
の
功
績

と
し
て
、
第
１
師
団
災
害
派

遣
部
隊
及
び
協
同
・
支
援
部

隊
を
代
表
し
て
安
倍
内
閣
総

理
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
た
。

防
災
功
労
者
表
彰
と
は
災

害
時
に
お
け
る
防
災
活
動
の

実
施
、
平
時
に
お
け
る
防
災

思
想
の
普
及
又
は
防
災
体
制

の
整
備
に
つ
い
て
顕
著
な
成

績
を
挙
げ
、
又
は
功
績
が
あ
っ

た
者
を
対
象
に
し
た
内
閣
総

理
大
臣
か
ら
の
表
彰
で
あ
り
、

師
団
と
し
て
は
４
年
ぶ
り
の

受
賞
と
な
っ
た
。

師
団
は

10
月

31
日
、
練

馬
駐
屯
地
に
お
い
て
東
京
都

殉
職
隊
員
追
悼
式
を
実
施
し
、

90
柱
の
殉
職
隊
員
に
対
し

て
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
た
。

追
悼
式
は
大
庭
師
団
長
を

執
行
者
と
し
て
、
殉
職
隊
員

の
遺
族
、
東
京
都
知
事
代
理

小
林
危
機
管
理
監
を
は
じ

め
と
す
る
来
賓
、
陸
海
空
の

自
衛
官
が
参
列
し
、
厳
か
に

執
り
行
わ
れ
た
。

参
列
者
は
第
１
普
通
科
連

隊
儀
じ
よ
う
隊
の
捧
げ
銃
に

合
わ
せ
て
第
１
音
楽
隊
が
吹

奏
す
る
『
国
の
鎮
め
』
が
流

れ
る
中
、
拝
礼
、
黙
と
う
を

捧
げ
た
。
次
に
執
行
者
と
来

賓
代
表
の
東
京
都
知
事
代
理

危
機
管
理
監
、
東
京
都
防
衛

協
会
会
長
代
理

武
内
理
事

長
が
追
悼
の
辞
を
奉
じ
、
御

霊
の
功
績
を
た
た
え
る
と
と

も
に
冥
福
を
祈
っ
た
。
執
行

者
は
「
私
ど
も
は
国
家
の
た

め
に
立
派
に
使
命
を
果
た
さ

れ
た
御
霊
の
尊
い
志
を
受
け

継
ぎ
、
今
後
と
も
、
陸
・
海
・

空

自

衛

隊

の

心

を

ひ

と

つ

に

し

て

、

事

に

臨

ん

で

は

危

険

を

顧

み
ず
、
身
を
も
っ

て

責

務

の

完

遂

に

努

め

、

も

っ

て

国

民

の

負

託

に

応

え

る

べ

く

全

身

全

霊

で

職

務

に

邁

進

す

る

こ

と

を

こ

こ

に

固
く
誓
い
ま
す
」

と

追

悼

の

辞

を

述

べ

た

。

引

き

続

き

、

献

花

、

追
悼
電
文
披
露
、

遺
族
代
表
挨
拶
、

拝

礼

を

行

い

、

最

後

に

弔

銃

を

行

い

式

は

、

し

め

や

か

に

終

了

し
た
。

（５）第１７号 頭 号 師 団

第
１
飛
行
隊
は
師
団
唯
一
の
航
空
科
部
隊
と
し
て
１
都
６
県
の
防
衛
警
備
等
を
担
当
し
、
日
夜
各
種
任
務
に
励
ん
で
い
ま
す
。
隊
は
多
用
途
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

「
Ｕ
Ｈ
１
Ｊ
」
を
常
時
１
時
間
以
内
に
飛
行
で
き
る
よ
う
に
、
待
機
態
勢
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
飛
行
隊
と
し
て
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
飛
行
す
る
に
は
、
操
縦
、

整
備
、
通
信
、
隊
本
部
及
び
管
制
気
象
隊
の
管
制
、
気
象
等
の
支
援
を
受
け
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
が
連
携
し
、
一
つ
に
な
ら
な
け
れ
ば
任
務
完
遂
は
で

き
ま
せ
ん
。

こ
の
際
、
連
携
す
る
た
め
に
は
訓
練
と
お
互
い
を
信
頼
し
合
え
る
人
間
関
係
が
重
要
で
あ
り
、
一
番
大
事
な
の
は
、
や
は
り
「
人
」
を
育
て
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
技
術
及
び
心
を
含
め
た
「
人
づ
く
り
」
が
重
要
な
の
で
す
。
ど
ん
な
に
高
性
能
な
装
備
品
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
運
用
、
使
い
こ
な
す
「
人
」

が
い
な
け
れ
ば
そ
の
機
能
を
最
大
限
発
揮
で
き
ま
せ
ん
。
昭
和
や
平
成
初
期
入
隊
の
隊
員
と
比
し
て
、
最
近
の
若
者
は

変
化
し
て
き
て
い
る
と
感
じ
、
「
最
近
の
若
者
は
…
」
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
セ
リ
フ
を
と
き
ど
き
耳
に
す
る
等
、
戸
惑

い
を
隠
せ
な
い
ベ
テ
ラ
ン
及
び
中
堅
隊
員
も
い
る
と
思
い
ま
す
。
昭
和
入
隊
の
私
も
若
い
時
に
よ
く
言
わ
れ
ま
し
た
が
、

い
つ
の
時
代
で
も
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
人
や
時
代
背
景
は
常
に
変
化
し
続
け
て
い
ま
す
。
そ

の
変
化
に
気
付
か
な
い
、
も
し
く
は
、
目
を
逸
ら
し
た
り
し
て
は
い
ま
せ
ん
か
？
目
ま
ぐ
る
し
く
環
境
が
変
化
し
て
行

く
中
、
次
の
時
代
を
担
う
「
人
」
を
育
て
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

基
本
的
に
今
も
昔
も
若
者
は
変
わ
っ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
多
く
の
若
い
隊
員
は
や
り
甲
斐
や
充
実
感
を
求
め
て

い
て
、
「
人
の
た
め
に
役
立
ち
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
、
少
し
で
も
早
く
先
輩
に
追
い
付
き
た
い
一
心
で
、
一
生

懸
命
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
危
く
て
見
て
い
ら
れ
な
い
、
自
分
で
や
っ

た
方
が
早
い
な
ど
と
、
自
分
の
都
合
を
優
先
す
る
あ
ま
り
、
や
る
気

の
あ
る
若
い
隊
員
の
可
能
性
を
消
滅
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
ギ
リ
ギ
リ

ま
で
我
慢
し
、
責
任
を
果
た
す
機
会
を
与
え
ら
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

私
も
こ
こ
ま
で
来
る
の
に
決
し
て
平
坦
な
道
を
歩
ん
で
き
た
訳
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
失
敗
や
経
験
を
色
々
と
し
て
き
ま
し
た
。
当
時
の

上
司
や
先
輩
達
は
か
な
り
、
ハ
ラ
ハ
ラ
し
て
い
た
の
で
は
と
思
い
ま

す
。
我
慢
で
き
ず
に
私
か
ら
整
備
作
業
を
途
中
で
取
り
上
げ
、
自
分

で
行
う
先
輩
も
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
未
熟
な
私
に
最
後
ま
で
作
業
を

や
ら
せ
て
く
れ
た
先
輩
も
お
り
、
最
後
ま
で
成
し
遂
げ
た
時
の
充
実

感
は
、
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
ほ
と
ん
ど
の
方
が
色
々
な
失
敗

や
経
験
を
積
み
、
上
司
、
同
僚
、
後
輩
等
の
力
を
借
り
な
が
ら
成
長

し

て

き

た

と

思

い
ま
す
。

こ

れ

か

ら

の

将

来

を

担

う

若

年

隊

員

の

た

め

に
、
ベ
テ
ラ
ン
、

中

堅

隊

員

が

教

え

導

き

、

冒

頭

で

も

述

べ

た

よ

う

に

、

そ

れ

ぞ

れ

の

職

務

に

お

い

て

連

携

し

、

任

務

完

遂

に

努

め

る

若

年

隊

員

が

成

長

し

て

く

れ

る

こ

と

を

切

に
願
い
ま
す
。

第１飛行隊

通信装置設置訓練

「

防

災

功

労

者

表

彰

」

内
閣
総
理
大
臣
よ
り
表
彰

防災功労者表彰を受賞する師団長

内閣総理大臣より受賞した表彰状

追悼の辞を述べる執行者

最先任上級曹長

陸曹長 小川 賢二

若年隊員への対空戦闘訓練

空中消火訓練

哀
悼
の
誠
を
捧
ぐ

「
東
京
都
殉
職
隊
員
追
悼
式
」

１普連儀じよう隊による弔銃 １音による奏楽



（６）第１７号 頭 号 師 団

自
衛
官
で
あ
る
彼
と
結
婚
し
て
か
ら
感
じ
る
こ
と

は
、
彼
を
気
遣
う
声
や
心
配
す
る
声
、
応
援
の
声
を

友
人
や
会
社
の
同
僚
か
ら
頂
く
機
会
が
多
い
事
で
す
。

共
通
の
知
り
合
い
だ
け
で
な
く
、
彼
と
面
識
の
な
い

方
か
ら
も
そ
う
い
っ
た
声
を
よ
く
い
た
だ
き
ま
す
。

み
ん
な
が
自
衛
官
の
方
々
に
対
し
て
高
い
関
心
を
持
っ

て
い
る
の
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

救
助
を
必
要
と
す
る
大
災
害
が
増
え
て
い
る
昨
今
、

彼
も
被
災
地
に
行
く
機
会
が
あ
り
、
安
否
が
心
配
に

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
自
衛
隊
の
支

援
を
感
謝
す
る
被
災
地
の
方
々
を
報
道
で
目
に
す
る

と
私
ま
で
誇
ら
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

彼
と
は
大
学
時
代
か
ら
の
長
い
付
き
合
い
と
な
り

ま
す
が
、
自
衛
官
と
な
る
と
聞
い
た
時
は
今
ま
で
で

一
番
驚
き
ま
し
た
。
驚
き
と
同
時
に
戸
惑
い
と
不
安

も
あ
り
ま
し
た
が
、
自
衛
官
の
仕
事
を
頑
張
り
続
け

て
い
る
彼
は
と
て
も
か
っ
こ
よ
く
て
尊
敬
し
て
い
ま

す
。先

の
見
え
な
い
状
況
で
自
衛
官
の
方
々
も
大
変
だ

と
思
い
ま
す
が
、
自
衛
官
と
し
て
働
く
彼
を
一
番
近

く
で
応
援
し
、
支
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
は
令
和
２
年
３
月

16
日
、
松
山

駐
屯
地
所
在
の
第

14
高
射
特
科
隊
か

ら
第
１
高
射
特
科
大
隊
指
揮
情
報
中

隊
に
配
属
に
な
っ
た
伊
藤
３
曹
で
す
。

妻
と
は
、
平
成

30
年
に
千
葉
県
の

高
射
学
校
入
校
中
に
知
り
合
い
、
約

２
年
間
、
愛
媛
県
と
千
葉
県
と
い
う

遠
距
離
の
中
、
お
互
い
の
理
解
を
深

め
結
婚
を
誓
い
会
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
静
岡
県
に
異
動
を
し
て
、
６

月
に
結
婚
式
を
計
画
し
て
い
ま
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
延
期
し
、

10
月

25
日

無
事
に
結
婚
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
様
々
な
困
難
等
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
２
人
で
力
を
合
わ

せ
て
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

【お知らせ】

開館時間は平日の９時から

１５時までです。

お申し込みは２週間前までに

ご連絡下さい。

退
官
者
紹
介

第
１
戦
車
大
隊

隊
員
家
族
紹
介

自
衛
官
の
妻
と
し
て

第
１
後
方
支
援
連
隊

補
給
隊

鳥
居
３
曹

妻
テーマパークで仲良く１枚

「
結
婚
式
を
終
え
て
」

第
１
高
射
特
科
大
第
隊

指
揮
情
報
中
隊

伊
藤
３
曹

妻結婚式にて幸せな二人

第
34
普
通
科
連
隊

１等陸曹

筒井 真

第４中隊

２等陸曹

森川 保之

本部管理中隊

第

34
普
通
科
連
隊
は

10
月

24
日
、
硫
黄
島
に
お
い
て
硫
黄
島
協
会

及
び
米
国
硫
黄
島
協
会
（
元
米
国
退
役
軍
人
会
）
が
共
催
す
る
「
日
米

硫
黄
島
戦
没
者
合
同
慰
霊
追
悼
顕
彰
式
」
に
防
衛
省
自
衛
隊
を
代
表
す

る
旗
衛
隊
と
し
て
参
加
し
た
。

例
年
は
３
月
に
両
国
の
遺
族
や
退
役
軍
人
ら
約
３
０
０
人
が
参
加
し
て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で

10
月
に
延
期
さ
れ
、
規
模
も
縮
小
と
な
り
日
本
政
府
関
係
者
等
、
日
米
合
わ
せ
て
約

30
人
で
行
わ
れ
た
。

追
悼
顕
彰
式
は
、
硫
黄
島
に
お
い
て
散
華
さ
れ
た
日
米
両
国
の
英
霊
を
慰
霊
・
顕
彰
し
て
、
そ
の
冥
福
を
祈
念
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
行
な
わ
れ
、
平
成
７
年
（
硫
黄
島
戦

50
周
年
）
に
第
１
回
が
開
催
さ
れ
て
か
ら
今
回
で

21
回
目
と

な
り
、
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
晴
天
の
中
で
の
追
悼
顕
彰
式
と
な
っ
た
。

追
悼
顕
彰
式
で
は
硫
黄
島
協
会
の
寺
本
会
長
が
「
戦
後

75
年
の
大
き
な
節
目
に
、
万
世
の
平
和
を
一
層
強
固
な
も
の

に
す
る
た
め
日
米
友
好
の
絆
を
今
一
度
、
確
認
す
る
」
と
述
べ
た
。
ま
た
、
米
側
は
「
互
い
に
尊
重
す
る
こ
と
で
命
を

落
と
し
、
傷
を
負
っ
た
人
々
に
敬
意
を
表
す
」
と
退
役
軍
人
代
表
の
ノ
ー
マ
ン
・
ス
ミ
ス
元
海
兵
隊
中
将
の
手
紙
を
読

み
上
げ
た
。

旗
手
の

34
普
連
第
５
中
隊

佐
藤
２
曹
と
旗
衛
の
同
中
隊
峯
竹
３
曹
、
斎
藤
士
長
は
、
先
人
へ
の
哀
悼
の
意
を
胸
に
、

凛
と
し
た
姿
で
追
悼
顕
彰
式
に
参
列
し
、
約
１
時
間
に
及
ぶ
式
典
の
間
、
微
動
だ
に
せ
ず
、
旗
衛
隊
の
任
務
を
完
遂
し

て
国
難
に
命
を
捧
げ
た
戦
没
者
の
冥
福
を
祈
っ
た
。

旗
手
の
佐
藤
２
曹
は
「
戦
後

75
年
の
節
目
に
旗
手
と
し
て
参
加
で
き
、
光
栄
に
思
い
ま
す
。
両
国
の
国
旗
の
下
、
先

人
の
方
々
へ
の
敬
意
を
払
い
哀
悼
の
意
を
捧
げ
、
互
い
に
親
交
を
深
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
貴
重
な
体
験
と

な
り
ま
し
た
」
と
感
想
を
述
べ
た
。

戦 没 者 の 冥 福 を 祈 念
硫黄島で日米合同慰霊

国旗を奉じる日米両国隊員旗衛隊

左から斎藤士長・佐藤２曹・峯竹３曹


